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　国土交通省近畿地方整備局は、2012 年 10 月より
和歌山県海南市の和歌山下津港にて、津波対策とし
て直立浮上式防波堤の建設を開始した。この防波堤














（H15 中央防災会議での 3 連動モデル）」で想定され
る津波・地震に対して正常に稼働し、津波による被
害を防止することとしている。また、耐震対策は防
波堤本体だけでなく、送気管、コンプレッサー、電
源設備等の関係する付属装置にも施されており、非
常用電源も整備される。これにより地震が発生して
も確実に作動するシステムとなっている。
　本防波堤については、これまで大規模水理模型実
験や実海域実証試験等から技術的課題を検証してき
た。今後は、本防波堤の維持管理手法の確立、運用
体制の確立等を図る予定である2）。
　一般的に、通常時の船舶航行を可能にする大規模
な防波堤は水門を採用する事例が多い。しかし、大
型船舶が航行する航路で、水深が深く航路幅も広い
場合は水門設置が困難である。このような場合に、
今回開発された直立浮上式防波堤は有効な対策となる。
図表１　直立浮上式防波堤の位置
図表２　直立浮上式防波堤の原理
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